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平成３０年度１２月補正予算について 

 

1 一般会計 

(１)  補 正 額            １，２１１，４８７千円 

(２) 補正後の予算額    ７２，４２９，２４５千円 

 ［主な内容］ 

（歳  出） 

○市民ホール整備基金・社会福祉基金・ふるさとみどり基金の積立て（補正予算書２２・ 

２４・２６頁） 

○防災行政無線（固定系）子局移設工事費の増額（繰越明許費の追加）（補正予算書２２

頁） 

○過年度国県支出金等返還金の増額（補正予算書２２頁） 

○過年度市税等過誤納還付金及び加算金の増額（補正予算書２２頁） 

○市民税システム及び国税連携システム改修費の計上（補正予算書２２頁） 

〇収納システム及び電子申告受付システム改修費の計上（補正予算書２２頁） 

○戸籍情報システム外字情報抽出委託料の計上（補正予算書２２頁） 

○県知事及び県議会議員選挙費の計上（補正予算書２２頁） 

○市議会議員選挙費の計上（補正予算書２４頁） 

○障害福祉サービス費給付事業費の増額（補正予算書２４頁） 

○障害支援区分認定等事業費の増額（補正予算書２４頁） 

○障害者自立支援医療費給付事業費の増額(補正予算書２４頁) 

○障がい児通所支援事業費の増額(補正予算書２４頁) 

○交流促進施設災害復旧事業費の計上（繰越明許費の追加）（補正予算書２４頁） 

○交流促進施設等整備事業費の減額（継続費の変更）（補正予算書２４頁） 

◎広域交流施設ゾーン連絡通路整備事業費の計上（継続費の追加）（補正予算書２６頁） 

◎歴史的風致形成建造物等活用事業費の増額（補正予算書２６頁） 

○学校図書購入費の増額（寄附金充当）（補正予算書２６頁） 

◎小田原アリーナ等整備運営事業費の増額（繰越明許費の追加）（補正予算書２６頁） 

◆繰越明許費の追加 

 国府津駅周辺整備事業 

 史跡石垣山保全対策事業 

◆債務負担行為の追加 

 普通乗用自動車借上料（平成３０年度から平成３７年度） 

保育所給食調理委託料（平成３０年度から平成３３年度） 

 斎場整備運営事業費（その２）（平成３０年度から平成３１年度） 
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 道路維持修繕用車両購入費（平成３０年度から平成３１年度） 

道路維持修繕事業費（平成３０年度から平成３１年度） 

 河川維持修繕事業費（平成３０年度から平成３１年度） 

 学校給食調理委託料（平成３０年度から平成３３年度） 

 

2 国民健康保険事業特別会計 

［主な内容］ 

◆債務負担行為の追加 

納入通知書等封入封かん委託料（平成３０年度から平成３１年度） 

（補正予算書３５頁） 

 

3 介護保険事業特別会計 

(１) 補 正 額             １，５００千円 

(２) 補正後の予算額  １５，３７２，９４１千円 

 ［主な内容］ 

（歳 入） 

〇繰越金の増額（補正予算書４０頁） 

（歳 出） 

○第 1号被保険者保険料還付金の増額（補正予算書４２頁） 

  

4 病院事業会計 

(１) 補 正 額             ４１８，０００千円 

(２) 補正後の予算額  １４，３３５，９０９千円 

 ［主な内容］ 

（歳 入） 

〇医業収益の増額（補正予算書５２頁） 

（歳 出） 

○医業費用の増額（補正予算書５２頁） 

 

5 全会計合計 

(１) 補 正 額            １，６３０，９８７千円 

(２) 補正後の予算額   １６１，６４５，８７５千円 
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市議会１２月定例会補正予算計上の主な事業 

 

●快適で魅力ある生活空間づくり     （事業費：１７０，２５４千円） 

事 

業 

内 

容 

 広域交流施設の整備にあわせ、お城通り地区の利便性向上と歩行者の安全確

保のため、広域交流施設と小田原駅東口駐車場を接続する連絡通路を整備する。 

 

◎広域交流施設ゾーン連絡通路整備事業費の計上（継続費の追加） 

 

          （補正予算書２６頁） 

 

●文化・芸術の振興           （事業費：２２２，９７１千円） 

事 

業 

内 

容 

歴史的建造物である皆春荘は、近代政治史に大きな足跡を残した元内閣総理

大臣山縣有朋の本市に残る唯一の別邸であり、優れた意匠の数寄屋風建築とさ

れ、非常に重要な歴史的価値を有している。また、相模湾や箱根山を臨む素晴ら

しい眺望や庭園を生かした公園的な休憩施設として活用し、来訪者の増加や賑

わいの創出を図るため、当該物件を取得する。 

 

◎歴史的風致形成建造物等活用事業費の増額 

         

（補正予算書２６頁） 

 

●生涯スポーツの振興           （事業費：６，９３９千円） 

事 

業 

内 

容 

 建設後２１年余りが経過した小田原アリーナのサブアリーナについて、老朽

化等により雨漏りが発生していることから、屋根の改修を行うための基本設計

等業務委託を行う。 

 

◎小田原アリーナ等整備運営事業費の増額（繰越明許費の追加） 

 

          （補正予算書２６頁） 

 


